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新型コロナウィルス感染症（肺炎）について 

医療法人 小金井中央病院 

副院長  藤原 岳人 

  

  

  日本国内感染者も増加傾向のある新型コロナウィルス感染症ですが、感染疑いのある

方の医療機関への受診方法について厚生労働省より 2 月 1 日各都道府県へ指示があり、

相談・受診の目安について指示がありました。  

これに伴い栃木県でも感染症指定医療機関（非公開）で専門外来を設置し感染疑いの

方を診療する方針となりました。 

 ご自身・ご家族が新型コロナウィルス感染症を心配な場合、「帰国者・接触者相談セン

ターに相談する目安」（2/17付け 厚労省より） 

 

1. 風邪症状や 37.5℃以上の発熱が 4日以上続く方。 

2. 強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある方。 

 

 

以下のような方は重症化しやすいため、上記の状態が 2 日程度続く場合は相談する。 

1. 高齢者 

2. 糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD 等）の基礎疾患がある方や透析を受け

ている方。 

3. 免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方。 

4. 妊婦の方。 

 

 

まず下記の保健所に設置された「帰国者・接触者相談センター」へ電話相談を行い同

センターが受診の必要性を判断し、「帰国者・接触者相談外来」を設置した指定医療機関

を予約して受診することになります。 

  

県南健康福祉センター 「帰国者・接触者相談センター」 

0285-22-1219（夜間休日 0285-22-0302） 

 

※今後これら受診手順は感染の拡大状況により変更となる可能性があります。 
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＜感染力について＞ 

  基本再生産数（R0）は 1.4～2.5 と試算しています（WHO）。基本再生算数（R0）と

は感染症のうつりやすさの指標で「1 人の患者から何人に感染させるか」を表します。

つまり 1人の患者から 1～2人前後に感染するということです。 

ちなみにインフルエンザの R0は 1.4～4.0、麻疹の R0は 12～18とされています。 

  

 

＜感染予防のためにすべきこと＞ 

  インフルエンザの流行期と同様に、 

・咳などの症状がある場合は咳エチケットを行うこと 

・石けんやアルコール消毒液などによる手洗いを行うこと 

・できるだけ人混みを避けること 

・他人と共用のもの（電車やバスのつり革、ドアノブ、スイッチなど）はなる

べく触れないこと 

・触れてしまった場合は自分の顔や目をその手で触れないこと 

  これらのことをしっかりと行うことが大切です。 

  

＜新型コロナウィルス肺炎の治療について＞ 

  特効薬はなく対症療法を行います。 

中国では HIV（エイズ）治療薬や抗インフルエンザ薬などを試験的に使用（治験）し

ていますが結果はまだ出ていません。 

  

 

 

 

 

小金井中央病院ホームページ 

http://www.koganei-chuo-hp.com 

http://www.koganei-chuo-hp.com/
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「動きにくい」から「動かない」と「動けなくなる」 

～廃用症候群は“生活不活発病”～ 

医療法人 小金井中央病院  通所リハビリテーション 

理学療法士  水谷圭吾 

生活不活発病とは 

「動かない」（生活が不活発な）状態が続くことにより、心身の機能が低下して、「動

けなくなる」ことを言います。 

  特に災害時には高齢者や持病のある方は  

生活不活発病を起こしやすく、悪循環とな 

りやすいため、早期に対応することが重要 

です。最近では、昨年の台風19号の被害 

により、避難所生活を送られた方もいると 

思います。内閣府からも災害を契機として 

生じる生活不活発病とそれによる生活機能 

低下への対応の重要性が強調されています。 

 

原因は？生活の不活発化！ 

  病気やケガと関係なく避難生活などの「生活環境」の変化だけでも引き起こされます。 

  

症状は？ 

全身のほとんどの身体機能が低下し、体だけでなく心や頭の働きも低下します。例え

ば、立てない、歩けないだけでなく、うつ状態や知的活動の低下（一見ボケた様な状態）

が見られることがあります。また、生活行為や家庭や地域や社会での役割の発揮の低下

としてあらわれることがあります。 
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予防が重要！ 

〇なるべく動くように心がけよう。 

   日中、ずっと横にならずに、なるべく起きていましょう 

〇うごきやすいように、身の回りを片付けよう。 

   移動しやすいように片付けよう。また、杖や装具等を使う工夫を 

〇家庭・地域・社会で、楽しみや役割を持とう。 

   遠慮せずに、気分転換を兼ねて家事や散歩、スポーツや趣味も 

〇「安全第一」、「無理は禁物」は思い込み。 

   疲れやすい時は、少しずつ回数を多くしよう。また、持病がある方や、栄養状態の

悪い方は、医師や医療関係者に相談を 

 

発見のポイント！ 

「生活不活発病チェックリスト」を利用してみましょう。 

  以前と比べて１段階でも低下 

した方は注意が必要です。不安 

がある方は行政や医療機関など 

に相談して下さい。 

 

 


